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亀 みんなでつくって第/θ弾l

これからも豊かな地域をめざして !

障害蕎週間広がわネットワーク

F障害蕎週間』記念イスント

私たちの想いを現実に!地域社会で充実した活動を!

10回 の想いとこれからへのねがいをこめて口・ロ

開催期間

2010年 12月 1日(水)～12月 11日 (土)

場

山 保 健 福 祉 セ ン タ ー ほ か

(詳細は裏面をご参照ください)

〈〓
　
　
一冊憫

障害者週間・広がれネットワーク

実行委員会

つくし医療・福祉センター/紀の川市精神障

害者家族連合会/和歌山専攻科を考える

会/ひまわり園保護者会/みんなの願いを語

る会/きのかわ福社会/麦の郷 紀の川・岩

出生活支援センター/桃郷(順不同)

各種イベントのお申し込み・お問い合わせは

岩出障害児者相談・支援センター

丁EL 0736- 6 3 - 1 6 2 2

麦の郷 紀の川・岩出生活支援センター

丁EL 0736- 7 8 - 2 8 0 8

ひまわり園

丁EL 0736- 6 6 - 0 9 9 5



～ F障害者週間』記念イバンハ～
主 催 :障 害 者 週 間 広 が れ ネ ッ トワ ー ク 実 行 委 員 会

12月 1日 (水)13:30～ 15:00

場所 :打田生涯学習センター視聴覚室

人権啓発 ・精神障害福祉講演会

「自分だけで抱え込まないでね」

講師 :岩崎順子氏 (愛知医科大学看護学部非常勤講師)

内容 :ご自分だけで、ご家族だけで抱え込むと心ががんじがら

めになってしまいます。安心できる場所で気持ちを分かち合

い、周囲の人たちに精神障害について理解してもらいたい。そ

のことを伝えたいと思います。

12月 9日 (木)10:00～ 14:30

場所 :つ くし医療 ・福祉センター 2F

第 15回 みんなのねがいを語 る会

地域で輝いていきる～安心のための第一歩を～

参加費 :¥1,500-

※参加申し込みが必要です。11/30締 め切 り

内容 :みんねが 15周年の報告

講演会 :一歩踏み出した支援の経験から

「うちの子 たのんどかよ」補佐人を引き受けて

きのかわ福社会 フロンティア 寺澤啓三氏

お問い合わせ先 :

0736-77-3864 (ネ申4叡)

0736-63-1873(きのかわ共同作業所)

0736-78-2808(紀の川.岩出生活支援センタ→

0736-66-0995(ひまわ り園)

1 2月 10日 (金)18:30～ 20:30

場所 :岩出市総合保健福祉センター (||センター)

福 祉 施 設 職 員 等 学 習 会

「手 の ひ らか ら拡 が る発 達 の世界 」

山田宗寛氏 (滋賀県立信楽学園)

障害のある人が生活していくためには、衣食住の生活

する場所は必要ですが、余暇も充実した生活をあゆみた

いとねがいます。今回は障害者の芸術文化にら、れる時間

のたいせつさをお話いただき、労働や生活だけでなく、

余暇活動や文化活動がいかに人生を豊かに充実させる

かを考えたいと思います。

12月 11日 (土 )13:30～ 16100

場所 :桃山保健福祉センター (きらめきセンター)

み ん な の リ レ ー ト ー ク

～今までのあゆみ とこれか らをつ くる～

内容

・広がれネットワークのあゆみ

～第 10弾の節目を迎えて～

・思い出スライ ドショーと記念 トーク

・なかまの文化活動発表会

「障害者週間広がれネットワーク」は 2002年から始

まり、今回で 10回 を迎えます。社会福祉を取り巻〈環

境が大きく変動 した 8年。措置から契約へ制度が移行し

ました。また、施設や事業が支援費制度導入後から急激

に増加 し、那賀福祉圏域も児童デイサービスから作業

所、グループホームなど、障害者が生活するための施設

やこどもたちが通える場所、放課後活動など、さまざま

な社会資源ができ、充実 した生活を送るための第一歩を

踏み出しています。

しかし、利用契約制度や応益負担、施設にとつては日

額報酬制度など、課題は山積 しており、今後、これらの

問題の解消が望まれます。

その変動とあゆみをともにした 「障害者週間広がれネ

ットワーク」。そのあゆみを参加者のみなさんと共有 し、

語り合い、これからの障害児者の生活の、余暇の、充実

した生活を送ることができるためにも、みんなで大いに

語り合いたいと考えています。

ティーパーティにおしゃれして

おでかけくださいねC∧♪

私たちの想い口ねがいを実現するために、みなさ

んとともに学習し、語り合いたいと思います。

インクルーシブな社会を実現するために、ひとり

ひとりの声をきかせてください。
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